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第54回県中学校体育大会スキー競技大会女子

距離競技で菅家亜紀さん（伊南中２年）がフリー

とクラシカルの２種目を制し、見事２冠を達

成しました

菅家亜紀さん２冠達成

まちの人口（平成２４年２月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,249人（28人減）　男 8,875人（12人減）　女 9,374人（16人減）　世帯数 6,926世帯（13世帯減）　※（　）内は前月比
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現
在
、
南
会
津
郡
内
に
は
、
田
島
下

郷
町
衛
生
組
合
と
西
部
環
境
衛
生
組
合

と
い
う
２
つ
の
衛
生
組
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
両
衛
生
組
合
は
、
平
成
24
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
解
散
し
、
同
年
４
月

１
日
か
ら
南
会
津
町
、
下
郷
町
、
只
見

町
の
３
町
を
区
域
と
す
る
「
南
会
津
地

方
環
境
衛
生
組
合
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、両
衛
生
組
合
で
は
、ご
み
処
理
・

し
尿
処
理
・
火
葬
業
務
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
業
務
の
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ

り
、
経
費
の
節
減
に
つ
な
が
る
効
率
的

な
運
営
と
、
今
後
予
定
さ
れ
る
施
設
の

更
新
な
ど
広
域
的
な
処
理
に
対
応
す
る

た
め
、
新
た
な
衛
生
組
合
が
設
立
さ
れ

　　

田
島
下
郷
町
衛
生
組
合
と
西
部
環
境

衛
生
組
合
で
は
、ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
・

火
葬
業
務
の
取
り
扱
い
で
相
違
点
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
衛
生
組
合
の
統

合
協
議
に
お
い
て
調
整
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
み
の
収
集
回
数
に
つ
い
て
は
、
西

部
地
区
が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
（
東
部
地
区
は
変
更
な
し
。）。

※
自
己
搬
入
の
受
け
入
れ
や
詳
細
に
つ

い
て
は
、
３
月
下
旬
配
付
の
「
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
新
組
合
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。）

　　　

新
衛
生
組
合
に
は
、
組
合
運
営
の
責

任
を
担
う
管
理
者
と
副
管
理
者
が
置
か

れ
ま
す
。
今
後
、
南
会
津
町
長
、
下
郷

　　

事
業
活
動
に
伴
い
発
生
す
る
一
般
廃

棄
物
は
、
事
業
系
ご
み
と
し
て
有
料
で

受
け
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
ご
み
の
処
理
手
数
料
に
つ

い
て
、
県
内
の
事
例
を
参
考
に
調
整
し

た
結
果
、
西
部
地
区
が
次
の
よ
う
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
（
東
部
地
区
は
変
更

な
し
。）。

　

新
衛
生
組
合
に
な
っ
て
か
ら
も
、
現

在
の
指
定
ご
み
袋
は
、
そ
の
ま
ま
使
え

ま
す
。

　

新
衛
生
組
合
の
名
称
が
入
っ
た
指
定

町
長
及
び
只
見
町
長
の
３
町
長
の
互
選

に
よ
り
、
そ
の
職
が
決
定
し
ま
す
。

　

一
方
、
新
衛
生
組
合
の
議
会
議
員
は
、

南
会
津
町
、
下
郷
町
及
び
只
見
町
の
議

会
議
員
の
中
か
ら
、
次
の
選
出
区
分
に

よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。
３
町
か
ら
選
出

さ
れ
る
議
員
は
、
３
町
の
議
会
に
お
い

て
決
定
さ
れ
ま
す
。

◇
管
理
者
会

　
　

管
理
者　
　
　

１
名

　
　

副
管
理
者　
　

２
名

◇
議
会

　
　

議
員
定
数　

13
名

　
　

選
出
区
分　

南
会
津
町　

６
名

　
　
　
　
　
　
　

下
郷
町　
　

４
名

　
　
　
　
　
　
　

只
見
町　
　

３
名

　

衛
生
組
合
の
運
営
に
あ
た
り
、
南
会

津
町
、
下
郷
町
及
び
只
見
町
の
３
町
で

は
、
分
担
金
の
支
出
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

３
町
が
負
担
す
る
分
担
金
の
算
出
方

法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
総
務
に
関
す
る
経
費

　
　

人
口
割
：
１
０
０
％

◇
ご
み
処
理
に
関
す
る
経
費

　
　

利
用
割
：
１
０
０
％

◇
し
尿
処
理
に
関
す
る
経
費

　
　

利
用
割
：
１
０
０
％

◇
火
葬
業
務
に
関
す
る
経
費

　
　

利
用
割
：
１
０
０
％

ご
み
袋
は
、
今
後
、
順
次
購
入
で
き
る

よ
う
に
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

東
部
地
区
と
西
部
地
区
の
し
尿
処
理

に
関
す
る
処
理
手
数
料
の
取
り
扱
い
に

も
、
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
尿
汲
み
取
り
手
数
料
及
び
し
尿
投

入
手
数
料
は
、
県
内
の
事
例
を
参
考
に

調
整
が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
取
り
扱

い
に
な
り
ま
し
た
。

　　

火
葬
の
予
約
か
ら
許
可
に
至
る
手
続

き
、
さ
ら
に
は
霊
柩
車
の
運
行
に
つ
い

て
、
東
部
地
区
と
西
部
地
区
で
多
少
の

　

新
衛
生
組
合
の
事
務
所
の
位
置
は
、

現
田
島
下
郷
町
衛
生
組
合
の
事
務
所
と

同
じ
下
郷
町
落
合
地
内
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
西
部
環
境
衛
生
組
合
の
事

務
所
は
、
西
部
環
境
セ
ン
タ
ー
と
し
て

人
員
が
配
置
さ
れ
、
問
い
合
わ
せ
へ
の

対
応
や
各
種
手
数
料
の
収
納
事
務
等
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
ご
み
処
理
施
設
・
し
尿
処
理

施
設
・
火
葬
場
は
、
一
部
の
施
設
に
お

い
て
名
称
の
変
更
は
あ
り
ま
す
が
、
統

合
後
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
稼
働
し
ま

す
。

　

各
施
設
の
名
称
と
連
絡
先
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
新
衛
生
組
合
に

な
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
扱
い
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　　

東
部
聖
苑
と
西
部
斎
苑
の
火
葬
に
関

す
る
料
金
体
系
は
、
基
本
的
に
同
じ
金

額
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
火
葬

料
金
に
つ
い
て
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
に
関
す

る
取
り
扱
い
で
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
の
火
葬
や
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
が
喪
主
と

な
る
場
合
の
火
葬
に
つ
い
て
は
、
火
葬

料
金
を
２
分
の
１
に
減
免
す
る
と
い
う

調
整
に
な
り
ま
し
た
。

　

衛
生
組
合
の
統
合
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

南
会
津
地
方
衛
生
組
合
統
合
準
備
委
員

会
（
田
島
下
郷
町
衛
生
組
合
事
務
室
内
）

電
話　

 

０
２
４
１
（
６
７
）
２
４
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４
１
（
６
７
）
２
１
２
０

衛
生
組
合
の
統
合
目
的

ご
み
の
収
集
回
数

事
業
系
ご
み
の
処
理
手
数
料

し
尿
の
処
理
手
数
料

火
葬
料
金

火
葬
の
手
続
き
・
霊
柩
車
の
運
行

衛
生
組
合
の
統
合
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
先

指
定
ご
み
袋

管
理
者
・
副
管
理
者
と
議
会
議
員

組
合
運
営
費
に
関
す
る
３
町
分
担
金

新
衛
生
組
合
の
事
務
所
と
施
設

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合

２
衛
生
組
合
が
統
合

構成団体 南会津町 下郷町 只見町
対象区域 全域 全域 全域

共同処理 ごみ処理・し尿処理・火葬業務

施  

設

ご
み

東部クリーンセンター（田島地域、下郷町）

西部クリーンセンター（舘岩･伊南･南郷地域、只見町）

し
尿

東部衛生センター（田島地域、下郷町）

西部衛生センター（舘岩･伊南･南郷地域、只見町）

火
葬

東部聖苑（田島地域、下郷町）

西部斎苑（舘岩･伊南･南郷地域、只見町）

組合事務所
（東部クリーン

センター内）

〒969-5343
下郷町大字落合字下川原138番地1

　TEL 0241-67-2480

　東部クリーンセンター TEL 0241-67-3820

　東部衛生センター TEL 0241-67-3414

　東部聖苑 TEL 0241-62-1175

西部環境
センター

（管理事務所）

〒967-0611
南会津町山口字下荒町2172番地9

　TEL 0241-72-2639

　西部クリーンセンター
電話は西部環境センタ
ーで対応します。　西部衛生センター

　西部斎苑

舘岩・伊南・南郷地域の収集回数の主な変更点

可燃ごみ
祝日における収集回数を増やし、年
末年始を除き１週間に１回の可燃
ごみ収集が確保されます。

資源ごみ

冬期間(12月～ 3月)も、毎月１回、
ペットボトル･段ボール･古紙の収
集が行われます。
※びん類は冬期間のみ不燃ごみと
　して出してください（衛生組合　
　で選別作業を行います。）。

粗大ごみ
４月から粗大ごみの収集が、町事業
から衛生組合業務に変わり、年に２
回の収集が行われます。

田島地域
現行 1,500円/180㍑

変更後 1,600円/180㍑

舘岩･伊南
･南郷地域

現行 2,100円/180㍑

変更後 1,600円/180㍑

田島地域
現行 600円/1,800㍑

変更後 700円/1,800㍑

舘岩･伊南
･南郷地域

現行 700円/1,800㍑

変更後 　〃（変更なし）

※上記の金額には消費税は含まれていません。

ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
・
火
葬
業
務
の

取
り
扱
い
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す

し尿汲み取り手数料（一般家庭等）

し尿投入手数料（収集事業者）

３町長による衛生組合統合協議書
締結式（右から下郷町・湯田雄二
町長、只見町・目黒吉久町長、南
会津町・大宅宗吉町長）

舘岩･伊南･南郷地域 事業系ごみ処理手数料

10㎏当たり 55円（1ｔ当たり 5,500円）の
現行の手数料を、４年間にわたり段階的に
引き上げ、最終的には、10㎏当たり100円

（1ｔ当たり10,000円）に統一されます。

24年度 55円/10㎏（5,500円/1ｔ）

25年度 70円/10㎏（7,000円/1ｔ）

26年度 85円/10㎏（8,500円/1ｔ）

27年度 100円/10㎏（10,000円/1ｔ）

※東部地区の事業系ごみを、西部地区のごみ
　処理施設に持ち込むことはできません。
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南会津町の環境
（南会津町環境年次報告 平成22年度）

社 会 的 環 境

暮らしの環境

④ごみのデータ

⑤太陽光発電補助件数（累計）

⑥新エネルギー利用設備数（累計）

《より良い環境のために》

その他の主な環境指標（全39項目の内）

　わが国では高度経済成長期に、大気や土壌、

水質といった大都市近郊の環境悪化が大きな

問題として取り上げられてきました。

　都市河川の汚濁や光化学スモッグなどの問

題は、1970年代以降の法規制などにより改

善されてきていますが、近年は“温暖化防止”

に象徴される地球規模での環境対策が重要視

されてきています。

　美しい自然を将来へ引き継ぐために、私た

ち一人ひとりが常に環境を意識し、行動して

いくことが必要です。

①河川水質

■ＰＨ（水素イオン指数）
物質の酸性、アルカリ性の度合いを示す

数値。PH＝7が中性で、PH値が小さく

なれば酸性、大きくなればアルカリ性。

■ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
この数値が大きければ、水質が汚濁して

いることを意味する。 

■ＳＳ（浮遊物質量）
この数値が大きいほど、水の濁りが多い

ことを示す。

■ＤＯ（溶存酸素）
水中に溶けている酸素量のこと。きれい

な水ほどこの数値が高い。 

■ pg-TEQ（毒性等価量）
ダイオキシンの量を表わす。

pg＝ピコグラム（1pgは1gの1兆分の1）

②地下水水質

③大気・土壌（ダイオキシン類測定）

位　　置 結　　果 基 準 値

大気（田島地域） 0.012pg-TEQ/㎥ 0.6pg-TEQ/㎥以下

河川水（田島橋） 0.092pg-TEQ/l 1pg-TEQ/l以下

河川底質（田島橋） 0.12pg-TEQ/g 150pg-TEQ/g以下項　目
平成19年度

（計画作成年度）
平成22年度

平成29年度
（計画最終年度）

汚水処理人口 12,087人 12,295人 13,423人

汚水処理普及率 62.6％ 66.9％ 77.5％

もりの案内人認定者数 7人 15人 12人

広報掲載回数（回／年） ２回 １回 6回

阿 賀 川
長 野 橋

舘 岩 川
松 戸 原

伊 南 川
青 柳 橋

伊 南 川
和泉田橋

基 準 値

ＰＨ 7.2 7.5 7.4 7.3 6.5～8.5

ＢＯＤ（mg/l） 0.7 0.5未満 0.5未満 0.5未満 2.0以下

ＳＳ（mg/l） 1.0 1.0未満 1.0 1.0未満 25以下

ＤＯ（mg/l） 9.9 10.8 10.5 10.3 7.5以上

大腸菌群数 5,000 1,100 2,700 4,300 1,000以下

　
町
で
は
平
成
20
年
度
に
「
南
会
津
町
環

境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画

は
平
成
29
年
度
ま
で
の
10
か
年
計
画
と
し
、

環
境
に
関
す
る
数
値
を
環
境
指
標
と
し
て

皆
さ
ん
に
逐
次
公
表
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
平
成
22
年
度
の
実
績
と
し
て
、

主
に
自
然
環
境
・
生
活
環
境
に
関
連
す
る

デ
ー
タ
を
公
表
し
ま
す
。

自 然 環 境

　町内河川の主要ポイントで例年水質調査を実施して
います。表の数値は４か所で平成 22 年度に３回実施
した結果を単純平均化したものです。
　大腸菌群数については、基準値と比べ非常に高い数
値が計測されています。
　今後も継続して調査を実施していきます。

※各項目の詳細については、環境省のホームページ等を
　ご参照ください。

　平成 22 年度の１年間に 7,106 ｔのごみが出ました。
これは町民１人当たりにすると、全ての人が毎日１kg
以上のごみを出したことになります。計画では、１人
当たり 850g までの減量化を目指しています。
　右のグラフは、町民１人当たりの１日のごみの量と、
集められたごみの内、資源ごみのように再資源化され
た割合（リサイクル率）をグラフ化したものです。燃
えないごみや粗大ごみの鉄やアルミなども再資源化さ
れていますので燃えるごみの割合がいかに高いかがわ
かります。リサイクル率は、細やかなごみの分別によ
り向上しますので、みなさんのご協力をお願いします。

　町では、住宅用太陽光発電施設を設置する家庭に補
助を実施しています。平成 22 年度末までに 49 世帯
で太陽光パネルが設置されています。

　町内の３つの公共施設で雪氷冷熱を利用しています
（舘岩・南郷地域）。今後は、他の公共施設などでも、
太陽光・木質バイオマス等の導入を検討していきます。

　調査ポイントを移動しながら、毎年地下水を調査し
ています。（町内１か所）
　平成 22 年度は、田島地域横町地区で井戸水の水質
分析調査を実施し、その結果、汚染物質（カドミウム、
全シアン、鉛、六価クロム、ひ素、総水銀）等は検出
されませんでした。

　ダイオキシンによる環境汚染の問題がクローズアップされ、原因として燃焼排ガスが要因としてあ
ることから、衛生組合の焼却炉では厳しい基準で排ガス等を日々監視しています。
　ごみ焼却施設とは別に調査した結果は、表のとおりでした。大気、河川水、河川底質ともに環境基
準値を大きく下回っています。

1,122g
1,045g

850g

町民の人日ごみ排出量･リサイクル率の推移

H19 H22

町民１人
当たりの
ごみ排出

量
（g）/日

ごみの
リサイクル率
（％）

H29

12.2％ 11.3％

35％

太陽光発電補助件数・新エネルギー

利用設備数の推移

13件

49件 50件

H19 H22

太陽光発
電補助件
数（件）

新エネルギー
利用設備数
（施設）

H29

3施設
2施設

10施設

■お問い合わせ
　本庁環境水道課
　　℡ 0241－62－6110　
　舘岩総合支所振興課
　　℡ 0241－78－3330　
　伊南総合支所振興課
　　℡ 0241－76－7717　
　南郷総合支所振興課
　　℡ 0241－72－2113　
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  女子総合　南郷中学校初優勝
　

１
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で

猪
苗
代
町
で
開
催
さ
れ
た

「
第
54
回
福
島
県
中
体
連
ス

キ
ー
大
会
」
に
お
い
て
、
南

会
津
町
の
中
学
生
が
す
ば
ら

し
い
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

女
子
の
距
離
競
技
で
は
、

菅
家
亜
紀
さ
ん
（
伊
南
中
２

年･

小
塩
）
が
フ
リ
ー
と
ク

ラ
シ
カ
ル
の
２
種
目
を
制

し
、
見
事
2
冠
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
２
種
目
と
も
２
位

に
は
、
菅
家
さ
ん
の
同
級
生

で
、
小
学
校
時
代
か
ら
良
き

ラ
イ
バ
ル
と
し
て
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
て
き
た
馬
場
美
菜

子
さ
ん
（
伊
南
中
２
年･

青

柳
）
が
入
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
で

は
、
女
子
大
回
転
で
、
１
本

目
で
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
中
丸

菜
緒
さ
ん
（
南
郷
中
３
年･

下
山
）
が
、
そ
の
ま
ま
逃
げ

　

先
日
、
昨
年
６
月
に
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
指
定
さ
れ
舘
岩
地
域
の
前

沢
集
落
集
会
所
で
、
ヒ
ロ
ロ

や
ス
ゲ
な
ど
を
材
料
と
す
る

「
い
じ
っ
こ（
物
入
れ
）」や「
げ

ん
べ
え
（
雪
ぐ
つ
）」
な
ど
の

伝
統
工
芸
品
の
作
り
方
の
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
開
催
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
っ
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
も
っ

と
も
大
き
な
要
因
は
、
交
流

館
で
工
芸
品
を
買
っ
た
お
客

さ
ん
に
「
ず
っ
と
残
し
て
ほ

し
い
」
と
い
わ
れ
た
こ
と

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
漠
然
と
残

さ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た

も
の
の
、
だ
れ
か
が
や
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
そ
の
言
葉
で
「
他
人

女
子
距
離

２
冠
達
成

中
丸
さ
ん
　
２
度
目
の

Ｖ

女
子
大
回
転

(南郷)

(伊南)

菅
家
さ
ん

伝
え
る 切

り
、
２
年
ぶ
り
２
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

学
校
対
抗
の
男
女
総
合
で

は
、
女
子
総
合
で
優
勝
し
た

南
郷
中
が
３
位
に
入
っ
た
ほ

か
、
伊
南
中
が
５
位
、
田
島

中
が
６
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
位
の
成
績
を
収
め
た
選

手
は
、
県
の
代
表
と
し
て
、

東
北
大
会
、
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

第54回県中体連スキー大会結果（町関係入賞者）

県中体連スキー大会

女子大回転で優勝した中丸菜緒さん
（福島民友新聞社提供）

伝統の技の継承に励む前沢集落の方々

『昔から伝わる技を残したい』
『自分たちの技術を伝えたい』
『他人まかせではなく、自分たちがやらなければ』
『自分たちにできることをやろう』
そんな思いを持った前沢集落の住民が動き始めた・・・

ま
か
せ
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
で
や
ら
な
け
れ
ば
」
と
強

く
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
作
り
方
を
覚
え
た

い
け
ど
機
会
が
な
い
と
い
う

声
が
地
区
内
か
ら
聞
こ
え
て

き
た
た
め
、
講
習
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　

講
習
会
に
参
加
し
た
地
区

住
民
は
、
長
年
い
じ
っ
こ
や

げ
ん
べ
え
な
ど
を
作
っ
て
き

た
地
元
の
高
齢
者
か
ら
、
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
指
導
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ひ
と
り
は
「
自

分
で
作
っ
た
物
が
売
れ
る
こ

と
を
夢
見
て
が
ん
ば
る
」
と

明
る
く
笑
顔
で
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
師
の
ひ
と
り
小

勝
昭
男
さ
ん（
82
）は
、「
ず
っ

と
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
う
れ
し
い
」
と
、

と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

前
沢
区
長
で
前
沢
景
観
保

存
会
会
長
の
小
勝
周
一
さ
ん

は
、「
保
存
地
区
指
定
後
は
、

目
に
見
え
て
大
き
な
変
化
は

な
い
が
、
地
区
指
定
は
大
き

な
励
み
に
な
っ
て
い
る
。
ま

ず
は
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
や
っ
て
い
く
。
今
後
も
月

に
１
、２
回
講
習
会
を
開
催
し

て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
通
し
て
地
区
の
ま
と

ま
り
を
高
め
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
魅
力
や
高
齢
者
の

持
つ
技
の
す
ば
ら
し
さ
と
そ

れ
を
継
承
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
た
前
沢

集
落
の
住
民
は
、
保
存
地
区

指
定
と
い
う
追
い
風
に
乗
り
、

伝
統
文
化
の
継
承
に
向
け
、

動
き
始
め
ま
し
た
。

前沢区長

前沢景観保存会会長

小勝 周一

競 技 種 目 順位 氏 名 学校名 学年

クロスカントリー

男子フリー ８位 星 　 裕 斗 田島中 ３

男子クラシカル ６位 渡 部 　 颯 田島中 ３

男子リレー

４位 南郷中学校

５位 田島中学校

７位 檜沢中学校

女子フリー

優勝 菅 家 亜 紀 伊南中 ２

２位 馬場美菜子 伊南中 ２

６位 馬 場 理 歩 南郷中 ２

７位 弓 田 真 央 田島中 ２

８位 酒 井 沙 織 南郷中 ２

女子クラシカル

優勝 菅 家 亜 紀 伊南中 ２

２位 馬場美菜子 伊南中 ２

５位 馬 場 理 歩 南郷中 ２

７位 酒 井 沙 織 南郷中 ２

女子リレー
３位 檜沢中学校

４位 田島中学校

ア ル ペ ン

男子回転
３位 土 橋 銀 平 南郷中 ３

８位 小 野 岳 陽 南郷中 ２

男子大回転
５位 土 橋 銀 平 南郷中 ３

７位 菊 地 大 樹 舘岩中 ３

女子回転

２位 中 丸 菜 緒 南郷中 ３

３位 酒 井 晴 加 南郷中 ２

５位 目 黒 綾 菜 南郷中 ２

女子大回転

優勝 中 丸 菜 緒 南郷中 ３

４位 酒 井 晴 加 南郷中 ２

５位 目 黒 綾 菜 南郷中 ２

７位 湯 田 愛 海 檜沢中 ２

８位 室 井 美 里 檜沢中 ２
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前沢曲家集落での消火訓練の様子

御千度参りを行う御党屋組

起き上がり小法師を手渡す伊藤さん（右）

できあがった門松を手に喜ぶ園児

だんごをさした枝を支所に届けた園児

今年１年の健筆を誓った田島書道協会会員

針生地区の歳の神の様子

雪で造られた神棚をお参りする地区住民 大天狗と小天狗

『針生の歳の神』伝統文化の継承

【伊南村史 第一巻 通史編】発刊

　１月２６日の文化財防火デーに伴い、町内の各地域で文
化財防火訓練が行われました。舘岩地域では、１月２２日
に、昨年６月に国の重要伝統的建造物群保存地区に選定さ
れた前沢曲家集落で防火訓練が開催され、地元の消防団ら
が真剣なまなざしで火災を想定した消火訓練や避難誘導訓
練を行いました。
　町内ではほかに、南郷地域の奥会津博物館南郷館、伊南
地域の照国寺、田島地域の常楽院で文化財防火訓練が行わ
れ、参加者は町内にある貴重な文化財を守るため、きびき
びとした実戦さながらの訓練を行いました。

　その年の御党屋が祇園祭行事として最初に行う「御党屋
御千度参り」が、１月８日（日）に行われました。
　御千度参りは、祇園祭の無事を祈願し、祭りを受け持つ
御党屋組が身を清める儀式で、黒の紋付羽織に白ももひき、
白足袋にわらじ履き姿の男性が、御党屋本から田出宇賀・
熊野の両神社まで歩き、神社に着くと、手水舎で手や口を
清め、拝殿まで境内を何度も往復して神前に手を合わせま
した。

　田島地域にある木工房『やすべえ』の伊藤康弘さん（中町）
が、合格を祈願して一つひとつ心をこめて作った手作りの
起き上がり小法師を、舘岩中の３年生２１名に贈りました。
　贈呈式は、初天神の日である１月２５日に、同校の校長
室で行われました。生徒を代表して伊藤さんから起き上が
り小法師を受け取った生徒会長の星直人くん（３年）は「あ
りがとうございます。これを励みにし、自分の志望校に合
格できるように、残りの学校生活を大切にしていきたいと
思います。」と感謝の言葉を述べました。伊藤さんは来年
以降も町内の中学３年生に贈りたいと話されていました。

　１２月２６日、田島保育園の年長児２３人が、奥会津博
物館でミニ門松作りに挑戦しました。
　園児は、田島万古焼勝三窯の室井勝良さんや博物館職員
の指導を受けて、竹、松、梅などの縁起物を飾り付けたミ
ニ門松を完成させました。作り上げたミニ門松は、園児が
それぞれ家に持ち帰り、各家庭に飾られました。

　舘岩幼稚園では、１月１３日、小正月行事のだんごさし
を行いました。園児は、慣れない手つきでまるめた色とり
どりのだんごを、森林組合からいただいたミズキの木の枝
にひとつずつ挿しました。できあがっただんごの枝は舘岩
総合支所と総合支援センターに飾られました。

　田島書道協会は、恒例の「新春書き初め」を開催し、会
員が思い思いに筆を走らせました。
　書きあがった作品は、みんなで鑑賞した後、互いに交換
して今年１年の健筆を誓い合いました。
　同協会は、年４回講習会を開催して、会員の資質向上を
目指すとともに、若手の育成と書道の普及に努めています。

　１月１４日（土）、針生地区で伝統行事の歳の
神が行われました。
　歳の神は、町内各地で行われていますが、針生
地区の歳の神は、大変珍しく、歳の神をする場所
に雪で神棚などをつくり、門松を並べ、ローソク
を灯し、御賽銭や御神酒を捧げ、家内安全や無病
息災を祈願します。さらに、田ノ神に扮した厄年
の男性２名がそれぞれ大天狗と小天狗の衣装にお
面をかぶり、歳の神の主役を務めます。
　針生地区では、年々人口が減少し、高齢化も進
んでいますが、集落が一丸となって、先人から受
け継がれた貴重な伝統文化を守っています。

　伊南村史第一巻通史編が発刊されました。伊南村史の編
纂は平成４年から始まり、現在まで５巻が刊行されており、
今回の通史編で全６巻の完結となります。
　「第一巻通史編」は、伊南地域の原始から現代に至る歴
史となっていますが、暮らしに息づく風習や慣習なども詳
しく紹介されています。限定出版となっており、貴重な１
冊となっています。
　購入を希望される方は、教育委員会分室（TEL 0241-76-
7719）までお申し込みください。
◆ 町民頒布価格　６，５００円　（定価７，０００円）

第58回文化財防火デー 文化財防火訓練開催 最初の祇園祭行事『御党屋御千度参り』

舘岩中３年生に『起き上がり小法師』贈呈

ミニ門松作りに挑戦

小正月行事だんごさし

田島書道協会『新春書き初め』

伊南村史 第一巻 通史編
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福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局
は
、
平
成
24

年
４
月
16
日
（
月
）
か
ら
左
記
所
在
地
へ
移

転
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
所
在
地

　

〒
９
６
３-

８
５
３
９

　

郡
山
市
希
望
ケ
丘
31
番
２
号

　

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

０
２
４
（
５
３
４
）
１
１
１
１

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試

験
事
務
室
で
は
、
平
成
24
年
度
東
北
地
区
国

立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
の
受
験
資
格

が
あ
る
方
を
対
象
に
、
東
北
各
県
で
オ
ー
プ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

・
地
域
間
交
流
に
つ
な
が
る
事
業　

な
ど

■
申
請
方
法

　

あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議
会
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
ア
ド
レ
ス
）
よ
り
申
請

　

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記

　

入
の
う
え
、
左
記
申
請
窓
口
に
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。（
※
申
請
書
は
本
庁
総
合
政
策

　

課
で
も
入
手
で
き
ま
す
。）

　

http://w
w

w
.aizu-furusato.com

/

■
申
請
窓
口

　

本
庁
総
合
政
策
課
地
域
振
興
係 

■
結
果
通
知

　

平
成
24
年
５
月
下
旬
予
定

　

本
庁
総
合
政
策
課
地
域
振
興
係　

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
４
０　

　

あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議
会
事
務

　

局　

　

０
２
４
２
（
２
４
）
６
３
１
２

　

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き
は
、
毎
年

３
月
に
集
中
し
、
窓
口
や
車
検
場
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
手
続
き
に
何
時
間

も
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

名
義
変
更
や
車
検
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
な

方
は
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
５（
登
録
関
係
）

　

０
２
４（
５
４
６
）０
３
４
２
（
検
査
関
係
）

学
び
た
い
科
目
を
１
年
あ
る
い
は
１
学
期
間

（
６
か
月
間
）
学
習
す
る
選
科
・
科
目
履
修
生

に
つ
い
て
は
、
入
学
時
に
満
15
歳
以
上
で
あ

れ
ば
、
誰
で
も
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
出
願
締
切

　

平
成
24
年
２
月
29
日
（
水
）

■
資
料
請
求

　

資
料
の
請
求
は
、
左
記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

に
電
話
す
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

０
１
２
０
（
８
６
４
）
６
０
０
（
フ
リ
ー

　

ダ
イ
ヤ
ル
）

　

http://w
w

w.ouj.ac.jp

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
９
２
１
）
７
４
７
１

　　

全
会
津
17
市
町
村
で
構
成
し
て
い
る
「
あ

い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議
会
」
で
は
、

地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
な
ど
を
積
極
的
に

実
践
す
る
団
体
を
支
援
す
る
た
め
、
ソ
フ
ト

事
業
を
対
象
と
し
た
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

平
成
24
年
２
月
20
日
（
月
）
～
３
月
19
日

　
（
月
）

■
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
（
限
度

　

額
70
万
円
）

■
対
象
事
業
（
ソ
フ
ト
事
業
）

　

・
広
域
的
な
波
及
効
果
が
あ
る
事
業

　

・
地
域
の
特
色
・
特
徴
を
出
し
た
事
業

℡

究
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
履
修
又
は
研
究
内
容

　

産
業
情
報
（
経
営･

デ
ザ
イ
ン
）、
食
物
栄

　

養
、
社
会
福
祉
、
教
養
基
礎
に
関
す
る
科

　

目
又
は
内
容

■
履
修
期
間
・
研
究
期
間　

　

半
年
又
は
１
年
（
科
目
等
履
修
生
）、

　

１
年
以
内
（
研
究
生
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
受
付
期
間

　

平
成
24
年
２
月
27
日
（
月
）
～
３
月
２
日

　
（
金
）　

※
当
日
消
印
有
効

■
選
考
日
時
（
科
目
等
履
修
生
）　

　

平
成
24
年
３
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
～

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
に
て
行
い
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

書
類
審
査
及
び
面
接
（
科
目
等
履
修
生
）、

　

書
類
審
査
（
研
究
生
）

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部 

事
務
室 

学
生
係

　

０
２
４
２
（
３
７
）
２
３
０
１

　

http://w
w

w
.jc.u-aizu.ac.jp

　 

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
　

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

２
月
17
日
（
金
）、
３
月
16
日
（
金
）  

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部
で
は
、

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方（
被
害
者･

加
害
者
）

の
相
談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
応
じ

て
い
ま
す
。

■
無
料
相
談

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
無
料
弁
護
士
相
談
会
（
要
予
約
）

　

２
月
23
日
（
木
）

　

３
月
８
日
（
木
）、
３
月
15
日
（
木
）

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部  

郡
山

　

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
９
３
３
）
４
８
５
０

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
全
科
履
修
生
と
し
て
４
年

以
上
在
学
し
、
所
定
の
単
位
数
を
修
得
す
れ

ば
学
士
（
教
養
）
の
学
位
が
取
得
で
き
る
正

規
の
大
学
で
す
。ま
た
、卒
業
を
目
的
と
せ
ず
、

　

福
島
会
場
の
セ
ミ
ナ
ー
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

　

平
成
24
年
２
月
20
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時
40
分

　

福
島
大
学　

Ｌ
講
義
棟 

Ｌ
４
教
室

　

平
成
24
年
度
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　

職
員
採
用
試
験
の
受
験
資
格
が
あ
る
方
（
昭

　

和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

　

参
加
に
あ
た
っ
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
事
前
予
約
が
必
要
で

　

す
。

　

http://w
w

w
.bureau.tohoku.ac.jp/

　

shiken/

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試

　

験
事
務
室

　

０
２
２
（
２
１
７
）
５
６
７
６

　

会
津
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
下
記
の
と

お
り
平
成
24
年
度
の
科
目
等
履
修
生
及
び
研

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
の
お
願
い

福
島
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　
　
就
職
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
科
目
等
履
修
生

　
　
　
及
び
研
究
生
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
地
域
づ
く
り
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
の
お
知
ら
せ

℡

℡

問

問ア

問問 料 申℡℡

ア

ア問

問 問 問

℡

℡ ℡

℡

℡ ℡

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

無
料
弁
護
士
相
談
会
の
お
知
ら
せ

日申 場対ア℡ 問

日

日日

場 必ずチェック最低賃金！ 使用者も労働者も

　常用・臨時・パート・アルバイトなどの名称に関わらず、福島県内の事業場で働くすべての
労働者に適用されます。

（注）実際に支払われる賃金から次の賃金を除外したものが最低賃金の対象となります。
　　① 臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
　　② １か月を超える期間ごとに支払われている賃金（賞与など）
　　③ 所定労働時間を超える時間の労働に対して支払われる賃金（時間外割増賃金など）
　　④ 所定労働日以外の労働に対して支払われる賃金（休日割増賃金など）
　　⑤ 午後１０時から午前５時までの間の労働に対して支払われる賃金のうち、通常の
　　　 労働時間の賃金の計算額を超える部分（深夜割増賃金など）
　　⑥ 精皆勤手当、通勤手当および家族手当

（注）産業別最低賃金の一部に適用除外業種や業務があります。

詳しくは、福島労働局賃金室(TEL024-536-4604)又は最寄りの労働基準監督署にご照会ください。

最 低 賃 金 件 名
最低賃金額（円）

効 力 発 生 年 月 日
１時間

福島県最低賃金
（下記の５産業を除く全産業） ６５８円 平成２３年１１月２日　

産
業
別
最
低
賃
金

非鉄金属製造業 ７７０円 平成２４年１月１９日　
電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 ７２４円 平成２４年１月１９日　

輸送用機械器具製造業 ７５８円 平成２３年１２月１６日
計量器・測定器・分析機器・試験機・
測量機械器具・理化学機械器具、時計・
同部品、眼鏡製造業

７５７円 平成２３年１２月１８日

自動車小売業 ７５４円 平成２３年１２月１５日
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◆ 申告は正しくお早めに！
　平成23年分の所得税の確定申告の受付が2月16日（木）から始まります。申告及び納付
の期限は、所得税が3月15日（木）まで、消費税及び地方消費税（個人事業者）が4月2日（月）
までです。振替納税を利用される場合は、振替日が申告所得税は4月20日（金）、消費税及
び地方消費税（個人事業者）は4月25日（水）になります。
※田島税務署では閉庁日（土・日・祝日）に相談及び申告書の受付は行っておりません。なお、
　申告書は郵便、信書便又はｅ ‐ Ｔаｘでの提出が可能です。

◆ ｅ-Ｔаｘをご利用ください！
　自宅のパソコンから申告などの手続きが簡単にできます。
　ｅ-Ｔаｘを利用して申告すると、①最高4,000円の税額控除（平成19年分から22年分で
当控除を受けた方は受けられません）、②添付書類の提出を省略、③所得税の還付がスピー
ディー、④3月15日まで24時間いつでも利用可能、といった利点があります。
※ご利用になる場合には、事前準備が必要となります。詳しくはｅ-Ｔаｘホームページ
　（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

◆ あなたの確定申告をサポートします！
　国税庁では確定申告を行うための様々なサポートサービスを提供しています。
　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の「確定申告特集ページ」では、医療費控除や住
宅ローン控除などを受ける際に、どんな書類を用意して、どのように申告の手続きをすれ
ばよいかが掲載されております。また、この「確定申告書特集ページ」には、東日本大震
災に関連した雑損控除や寄付金・義援金に関する取り扱いも掲載されております。
　確定申告に関する一般的なご相談は、「電話相談センター」をご利用ください。田島税務
署に電話をおかけいただき、自動音声応答（音声ガイダンス）にしたがって番号「０」を
選択してください。なお、「電話相談センター」には、東北税理士会の会員税理士にも従事
いただいております。

≪税務署からの確定申告についてのお知らせ≫

赤十字救援車を配備 善意ありがとうございます

　このほど、南郷総合支所に赤十字救援車
が配備されました。この車は、日本赤十字
社福島県支部の補助金により購入したもの
で、災害時等の救援・救護、献血事業など
主に町が行う赤十字の業務に使用します。

　このほど、昨年秋の叙勲で旭日双光章を
受章された室井英彦さん（川島）より、町
の文化振興のために役立ててくださいと、
１００万円をご寄付いただきました。
　室井さんは、昨年は東日本大震災や新潟
福島豪雨災害など大変なできごとが起こっ
たことから祝賀会を自粛され、祝賀会開催
に変えて、お世話になった方々に感謝の気
持ちを伝えるためにご寄付くださいました。
　町では、文化振興のため有効に活用させ
ていただきます。

南郷総合支所

に配備された

赤十字救援車

■確定申告に関するお問い合わせは・・・

　　田島税務署　℡ 0241－62－1230　音声案内後「２」を選択

地域に役立つ宝くじ助成

 コミュニティ助成事業で備品を整備

　町では、平成２３年度コミュニティ助成事業を活用し、
冬期間の集会所の維持管理負担の軽減に役立て、また、
コミュニティ活動を停滞させないことを目的として、南
郷地域に除雪機を整備しました。
　この除雪機は、各集落が実施する集会所の除雪や集落
で取り組む地域助け合い除雪事業による高齢者一人暮ら
し世帯等の除雪実施時に利用できるように整備しまし
た。貸し出しを希望する集落は、南郷総合支所振興課（TEL 
0241-72-2900）までお申し込みください。
　また、同事業を活用して、イベント用テント６張をは
じめ、イベント用の机３８脚、椅子７６脚を購入し、町
のイベントのほか、集落活性化イベントなどで活用され
ています。貸し出しもしておりますので、希望される方
は、本庁商工観光課（TEL 0241-62-6200）までお申し
込みください。

整備した除雪機やイベント用テントなど

△！

　デジサポでは、アナログ放送が終了する３月３１日前後の２か月間、地デジの準備が
お済みでない方々のご相談に応じるために「地デジ臨時相談コーナー」を設置します。
　この「地デジ臨時相談コーナー」では、地上デジタル放送に関する受信相談や、各種
支援制度の申請説明なども行いますので、ぜひご相談ください。

■開催日時　平成２４年２月２０日（月）～ 平成２４年４月２７日（金）
　　　　　　10：00 ～ 16：00（休憩 12：00 ～ 13：00）
　　　　　※ 右記日程を除きます　 2/25、2/26、3/4、3/11、4/14、4/15、4/21、4/22

■開催場所　御蔵入交流館（保健センター前 スペース）

■問い合わせ　デジサポ福島　TEL ０２４－５０５－１０１０
　　　　　　　　平日　9：00 ～ 21：00、　　土日祝　9：00 ～ 18：00

　地上テレビ放送は、３月３１日にアナログ放送が終了し、デジタル
放送に完全移行します（地デジ対応のテレビやチューナーなどを準備
しないとテレビが見られなくなります。）。
　直前には、地デジ対応のテレビやチューナーが品薄になるなどの問
題が考えられますので、地デジの準備はお早めにお願いします。

地上デジタル放送視聴に関しての相談や、個別訪問申込みの受
付、地デジチューナー支援（広報みなみあいづ１月号にて紹介）
の相談など、地デジに関すること、なんでも相談ください。

国や放送局が工事代金を請求することは
一切ありませんのでご注意ください！

「地デジ臨時相談コーナー」が設置されます

地上デジタル放送完全移行まで、あと50日

地デジの準備はもうお済みですか？！

地デジ詐欺にご注意ください
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２・３月の健診（検診）のご案内

２・３月の日曜当番医

 ２月１２日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

　　 １９日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

　　 ２６日 愛輝診療所 TEL 0241-78-8688

 ３月　４日 あべクリニック TEL 0241-62-8733

　　 １１日 みなみあいづ眼科 TEL 0241-63-3011

　　 １８日 きむらクリニック TEL 0241-62-5576

　　 ２５日 佐藤医院（下郷町） TEL 0241-67-2134

　　 ※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　℡ 0241－72－2225

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

２月１６日 木 １ 歳 児 健 康 相 談 13：30～13：45
保健センター
（御蔵入交流館内）

平成23年1月～2月生まれ

２月２１日 火
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩･伊南･南郷地域）
9：30 ～9：45 伊南会館

平成22年12月～23年2月生まれ
平成23年6月～ 8月生まれ

２月２８日 火 ６～８か月児健康相談 13：30～13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成23年7月～8月生まれ

◆乳幼児健康診査

※町内に住所のない方で受診を希望される方は
　町保健センターまでご連絡ください。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

２月１４日 火
２歳児歯科健康診査
（舘岩･伊南･南郷地域）

12：30 ～ 13：00 伊南会館
平成21年10月～

平成22年3月生まれ

２月１５日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター
（御蔵入交流館内）

平 成 2 3 年 1 0 月 生 ま れ

２月２９日 水 ３歳6か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平 成 2 0 年 8 月 生 ま れ

３月　７日 水 ３歳6か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成20年9月～10月生まれ

３月１４日 水 １歳6か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成22年8月～9月生まれ

３月１５日 木
２歳児歯科健康診査
（舘岩･伊南･南郷地域）

12：30 ～ 13：00 平成22年2月～3月生まれ

３月２１日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成 2 3 年 1 1 月 生まれ

※日程が変更になることがありますので、通知でご確認ください。

子どもの急な発熱にどう対処したらい
いかわからないなど、夜間の子どもの
急病で困ったときは、

短縮ダイヤル ＃８０００

に電話してください。小児科医師や看
護師が相談に応じてくれます。
午後７時から翌朝８時まで年中無休で
対応してくれます。

短縮ダイヤル  ＃８０００

小児救急電話相談
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が
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れ
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が
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『
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心
肺
蘇
生
に
つ
い
て
』

シリーズ②

県立南会津病院
（麻酔科）

箱﨑  貴大先生

診察室から

た
ら
、
意
識
、
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吸
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有

無
を
確
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し
て
く
だ
さ
い
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、
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ご
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。

　インフルエンザが流行しています。下記の
点に注意し、インフルエンザの予防に努めま
しょう。

☆体調管理に努めましょう！
　インフルエンザは、身体の抵抗力が落ちる
と発症しやすくなります。日頃から十分な睡
眠、バランスの良い食事、適度な運動を心が
けましょう。体調のすぐれないときは、無理
をせず休養してください。

☆こまめに手洗い・うがいをしましょう！
　外出後、感染者がさわる可能性の高いドア
ノブ・手すり等を触った後には、手洗いが予
防に有効です。

　「認知症」って何でしょう？。認知症は、単
なるもの忘れではなく、誰にでも起こりうる
脳の病気です。８５歳以上では４人に１人が
認知症といわれています。認知症の方は、ち
ょっとした手助けがあれば在宅生活を続ける
ことが可能ですが、偏見により、本人や家族
が苦しんでいることも珍しくありません。認
知症になっても、住み慣れた地域で安心して
暮らせるようにするためには、地域の皆さん
の正しい理解が不可欠です。
　町では、認知症について正しく理解してい
ただくため、健康福祉課職員や包括支援セン
ター職員、在宅介護支援センター職員などが
お話させていただく「認知症を学ぶ健康教室」
を実施しています。認知症予防の運動なども

☆せきエチケットを守りましょう！
　発熱・せきなどのインフルエンザの様な症状
が出た場合には、早めにマスクを着用し、他の
人への感染拡大防止に努めましょう。

インフルエンザの症状が出た場合は・・・　

１、受診するときは、かかりつけ医や身近な医
療機関に、診療時間等を事前に電話で確認
した上で受診しましょう。

２、受診するときは、必ずマスクを着用しまし
ょう。

３、無理せず、ゆっくり休養しましょう。
４、周りの人へ感染させる可能性がある期間（熱
が下がってから２日間）は、外出しないよ
うに心がけましょう。

実施いたしますので、集落単位や老人クラブな
ど団体で申し込みをしてください。

申し込み・問い合わせ先：
　本庁健康福祉課介護保険係（TEL 0241-62-6130）

インフルエンザに注意！

認知症について学んでみませんか？

大豆渡地区で開催した「認知症を学ぶ健康教室」
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検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

インターネット予約をご利用ください

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

　町では、町民の参加と協働による暮らしやすい地域社会を築くため、まちづくりの主役である町民

の皆さんから身近な問題やまちづくりに関する提言･意見などをお聞きし、地域の課題解決や町政に

反映させたいと考えています。

　町民の方や町に縁のある個人や団体であれば、どなたでも参加できます。

　今回は、下記日程により実施いたしますのでお気軽にお申し込みください。

■実施日と場所

　２月２３日（木）１０：００～１２：００　本庁

　２月２３日（木）１４：００～１６：００　伊南総合支所

　　※来月は、舘岩総合支所、南郷総合支所で実施する予定です。

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　午前実施分 ･･･ 本庁総合政策課広報情報係　　　TEL ０２４１ー６２ー６２１０

　午後実施分 ･･･ 伊南総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７６ー７７１５

町民の皆さんの声を 町政に活かします！

コンピュータシステムの更新により、インターネット予約が便
利になりました。http://okura.minamiaizu.org/library/index.
html から「図書館蔵書検索システム」のバナーをクリックし
て予約をご利用ください。利用に必要なパスワードは図書館カ
ウンターで発行します。利用者カードをご持参のうえ、パスワー
ドの交付を受けてください。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ 2 ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29

新着本紹介のご案内

【児童図書】
切り身の図鑑１・２　　　　　こどもくらぶ　編
ローズの希望の魔法　　　　　　岡田　晴恵　著
トントントンをまちましょう
　　　　　　　　　　　　　あまん　きみこ　作 
ようちえんにいくんだもん　　　角野　栄子　文
ねずみさんのながいパン　　　多田　ヒロシ　作
おかあさんだ　　　　　まつい　のりこ　作・絵
なにをたべてきたの？　　　　　岸田　衿子　文
いろいろおせわになりました　
　　　　　　　　　やぎゅう　げんいちろう　作

【一般図書】
それぞれの戊辰戦争　　　　　　佐藤　竜一　著
十字軍物語３　　　　　　　　　塩野　七生　著
才輝礼讃　　　　　　　　　　松任谷　由実　著
女の家飲みレシピ　　　　　　平野　由希子　著
勝ち続ける経営　　　　　　　　原田　泳幸　著
かなたの子　　　　　　　　　　角田　光代　著
きれいごと　　　　　　　　　　大道　珠貴　著
大人の流儀　続　　　　　　　　伊集院　静　著
利他　　　　　　　　　　　　　稲盛　和夫　著
いのちの理由　　　　　　　　さだ　まさし　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

  ３月の休館日

  ２月の休館日
図書館イベント

《おはなし会》

　２月のイベントは『おはなし会』です。

　■日　時　　２月１８日（土）午前１１時～　

　■場　所　　図書館内読み聞かせコーナー

　■対　象　　幼児～小学校低学年

　　※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

２,３月のイベント

ヨコミネ式導入園 田島保育園 生活発表会『夢～輝く子どもたちの未来をみつめて～』
　　横峯吉文氏講演会（民間団体企画提案事業）も開催します！

■日     時　２月２５日（土）　９：００開演（８：３０開場）　

■入 場 料　無料　 全席自由

■内 容　歌や合奏、体操、跳び箱、よさこい、太鼓など、子どもたちの日頃の生活の様子を

　　　　　　　 発表します。

　　　　　　　 また、テレビや雑誌などで話題となっている「ヨコミネ式」学育法の創始者横峯吉

　　　　　　　 文氏の講演会も開催します。

■そ の 他　どなたでも入場できますので、ぜひお越しください。

■主催･問合せ　田島保育園　 ℡ ０２４１- ６２- １０４６
　

町民手づくり公演『南会津吹奏楽フェスティバル』

■日     時　３月４日（日）　１３：３０開演（１３：００開場）

■入 場 料　無料　 全席自由

■出 演 団 体　南会津町立田島中学校 吹奏楽部、下郷町立下郷中学校 吹奏楽部、福島県立田島

　　　　　　　 高等学校 吹奏楽部、田島吹奏楽団（地元一般団体）、スプリングウインド・アン

　　　　　　　 サンブル（泉崎村一般団体）、石川吹奏楽団（石川町一般団体）

■主 催　文化ホール運営委員会、町教育委員会

■共 催　南会津吹奏楽フェスティバル実行委員会

■問い合わせ　御蔵入交流館文化ホール　 ℡ ０２４１- ６２- ６３１１
　

■ 日　時：平成 24 年２月 26 日（日）   午前 10 時 ～
■ 場　所：御蔵入交流館　多目的ホール
■ 主　催：南会津町・南会津町教育委員会
■ 内　容：①基調講演Ⅰ演題：「伝統的建造物群保存地区から持続可能な村づくり」
　　　　　　　　　　　 講師：工学院大学 教授　 後藤　治 氏
　　　　　　 基調講演Ⅱ演題：「南会津地域におけるこれまでの住まいづくり村づくり活動」
　　　　　　　　　　　 講師：芝浦工業大学 名誉教授　三井所 清典 氏
　　　　　 ②パネルディスカッション「前沢曲家集落から福島を元気にしよう」
　　　　　 　パネラー：工学院大学 教授　 後藤　治 氏
　　　　　　　　　　　 舘岩地域区長会  会長　菅家 幸弘 氏
　　　　　　　　　　　 前沢地区  区長　小勝 周一 氏
　　　　　　　　　　　 南会津町長　大宅 宗吉
　　　　　　 コーディネーター：芝浦工業大学 名誉教授　三井所 清典 氏
■ 入場料：無 料
■ 問合せ：南会津町教育委員会 生涯学習課文化財係　TEL 0241-62-6311 

　前沢曲家集落は、平成２３年６月２０日に、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定され、約

８か月が経ちました。良好な景観を有した前沢集落の保存から、地域のまちづくりを考えるシン

ポジウムを開催します。地域を愛し元気に住み続けていくための方法や将来の展望などについて

講演やパネルディスカッションを行いますので、どうぞご聴講ください。

南会津町景観シンポジウム
『前沢曲家集落から福島を元気にしよう』
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まちの文芸

　「冬の思い出」 
千葉県柏市　中山　例

つ ね

　

　１月２４日の朝、関東地方に雪が積もりました。
都心で 4 センチ位、我が家も一面の銀世界となり、
懐かしい故郷の冬景色を思い出しました。高校時
代１番列車に乗るため駅まで急ぎ、腰まで積もっ
た雪道を歩くとき、先に歩いた人の跡もかき消さ
れ、まるで泳いでいるような時もありました。男
子用の深めの長靴にも雪が入り、びっしょり濡れ
て冷たかった。やっと学校に着いても、一番奥に
あるわが校舎まで道がなく、始業前に生徒全員で
担任の号令に合わせて長靴で道を踏み固め、なん
とか道らしくなりました。昭和３０年代は積雪量
が多かったのかも知れません。当時、降った雪の
表面が硬くなり、飛んだり跳ねたりしてもぬから
ない「かた雪」と呼んだ状態になった日は、小学
校まで近道しました。積雪で高い木が低くなり、
自分の背丈位になり嬉しかったこと。それに、冬
は家族が家の中で仕事をしていたので、学校から
帰っても皆がいたことが嬉しく、冬の思い出につ
ながっていると思います。
　先月号でしょうか、伊南川古町温泉あゆまつり
が載っていました。とても懐かしく思いました。
２０年ほど前になりますが、母親は腰痛のため小
塩に通院していましたが、バスが利用できず、私
が運転を引き受け古町に行くのが楽しみでした。
途中、伊南川でアユ釣りをしている人がいました。
　高齢のご夫妻の先生に診ていただき、体が楽に

なった母と古町温泉の赤岩荘でゆっくり休憩して
帰りました。その母は今年９２歳、一人暮らしで
農業をしています。村の同年代の人達も皆元気で
す。雪かき等行政の暖かい支援、いつも声かけを
してくれる民生委員の皆さん等のお陰ですが、基
本となるのはご近所の協力です。安心できる人が
いる。何でも頼める人がいる。それに大好きな人
とお茶のみをする。生き甲斐のある仕事がある。
南会津には、自然の恵みがある。山菜を採り、知
り合いや子供達に送ることが、自分の生き甲斐と
母は言います。出来る限り農業を現役で続けたい、
そして、ここ南会津町が一番住みよく一番好きと
母は言います。
　柏市老人クラブ連合会では、昨年１１月に南会
津町老人クラブ連合会の方々とグラウンドゴルフ
大会を、たかつえカント
リークラブで開催しまし
た。双方９０名ずつの参
加となり１８０名で競い
合い、「新たな仲間作りが
できました。」と参加され
た方が話していました。今
回で 2 回目の開催となり
ましたが、今後も継続し絆
を深めることが出来れば
すばらしいと思います。 中山 例さん（川島出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します

南会津
送るへ

　南郷棋友会は、今年で発足２４年目を迎えま
した。現在会員は２８名で、年６回の大会のほか、
囲碁の研究などを行っています。
　囲碁は、派手さはありませんが、打ち始める
と奥が深く、大変楽しい競技です。また囲碁は、
子どものうちから親しむことができるほか、年
配者の趣味としていつまでも続けることができ、
脳の活性化に大変良いといわれています。
　本会には、県本因坊位を１３回獲得された、
県囲碁会ナンバー１の本名将人さんが在籍し、
本名さんと対局したいという会員も多く、入会
者は、南郷のほか、舘岩、伊南、田島、只見と
広範囲にわたっています。７月には、本名さん
との多面打ちも行っています。
　会にはいつでも入会できますので声をかけて

文化団体の紹介 22○

昨年の文化祭大会の様子

ください。お待ちしています。

連絡先：五十嵐勝司（TEL 0241-73-2852）

南郷棋友会（囲碁）
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黒豆のしもつかり
【作り方】

①  黒豆は洗って炒っておきます。

②  大根をすりおろします。

③  酢と砂糖を煮詰めます。

④  熱いうちに黒豆を入れます。

⑤  ④が冷めてから、大根おろしと和えます。徐々
　  に色が赤く付いて、とても素敵な色に仕上が
　  ります。

 ※ 地域によっていろいろな呼び方や作り方があ
　  ります。【材　料】（４人分)

黒豆 ０．５合、大根 １／２本、
酢 １カップ、砂糖 ２カップ

初
は つ う ま

午（２月の最初の午
う ま

の日）に田島地域
で作られる料理。初午の日にはほかにも、
鬼おろしですりおろした大根と鮭の頭な
どを煮詰めて作る『しもつかり（舘岩地
域では「つむずかり」という）』も作られ
ます。

今回の先生は、渡部和代さん（西町）です

■日　時：平成 24 年３月３日（土）
　　　　　  受付 9：00　スタート 10：30

南会津
ウォーク

■会　場：会津山村道場 , 奥会津博物館周辺

■参加費：５００円（未就学児無料）

■募集締切：平成24年 3 月 1 日（木）
申込み ･ 問合せ：南会津雪ウォーク実行委員会事務局
　　　　　　　　 （財団法人 田島振興公社内）
　　　　　　　　  ＴＥＬ 0241-62-3000　 ＦＡＸ0241-62-2910
　　　　　　　　  〒 967-0006 福島県南会津郡南会津町永田字枇杷ノ影２

豪華景品が当たる

などもあります

おたのしみ抽選会や

雪を使ったゲーム

み

み
あ
い
づ

な

広
報


